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１．はじめに 

近年、集中豪雨や局所的な大雨（いわゆるゲリラ

豪雨）が増加傾向にあり、水災害が頻発している。

積乱雲の急激な発達により突発的に発生するこのよ

うな水災害の監視強化のため、国土交通省ではXバン

ドMPレーダを全国に38基設置し、250mメッシュで1

分更新の時空間分解能の雨量情報をほぼリアルタイ

ムで配信している。今後、より確実な防災・減災を

図るためには、こうした雨量情報等を浸水予測情報

に翻訳し、ICTを活用してリアルタイムかつ居場所に

応じた“避難のトリガーとなる”情報提供・注意喚

起の実現が望まれる。そこで河川研究部では、平成

26年度からスタートしたSIP（戦略的イノベーション

創造プログラム）における「レジリエントな防災・

減災機能の強化」に参画し、情報通信研究機構、防

災科学技術研究所等と連携して、豪雨等に起因する

水災害に対し確実な防災・減災を図るための観測・

予測・分析に係る新技術の開発・社会実装に向けた

研究に取り組んでいる（図）。 

本研究では、情報通信研究機構が開発する次世代

レーダによる雨量情報、防災科学技術研究所が開発

する降雨予測情報を、実用的な河川水位予測、浸水

予測情報に翻訳し、リアルタイムで提供するための

研究開発及びシステム構築を行う。そのため、河川

水位や浸水監視データの同化技術の導入、アルゴリ

ズムの最適化等の検討を行い、河川水位、浸水予測

の高精度化、高速化を図り、H28年度にはこれらの成

果を踏まえたプロトタイプシステムの構築を予定し

ている。また、H29年度以降は、実証実験を通じてシ

ステムの完成を目指す予定である。 

２．浸水予測、河川水位予測システムの概要 

浸水予測、河川水位予測システムのニーズや実用

化について関係機関と協議し、神田川、石神井川流

域を対象に浸水予測システムを、荒川流域を対象に

河川水位予測システムを構築することとなり、浸水

予測モデル、河川水位予測モデルを作成した。浸水

予測モデルは、河川、下水道水理解析及び氾濫解析

モデルを統合し、内水・外水氾濫を一体的に扱える

モデルとした。また、河川水位予測モデルは、分布

型流出モデル、一次元不定流モデルを用いて、極力

出水規模に依存しないモデルとした。これに粒子フ

ィルタによるデータ同化技術を組み込んで、精度の

向上を図ることができている。 

３．今後の取り組み 

浸水予測については、地下街・地下鉄入口等の重

要地点周辺等に焦点を当てた解像度の向上、アルゴ

リズムの並列化等による精度と演算速度の向上を図

る他、浸水現象の監視、浸水監視データの同化によ

る予測精度の向上を図るため、浸水監視に関する検

討を行う予定である。 

河川水位予測については、モデル化対象領域の拡

張等の改良を行うほか、計算結果の利用者視点での

可視化についても検討を行うとともに、上記の検討

をもとに、浸水予測、河川水位予測のリアルタイム

演算・表示システムを構築し、プロトタイプシステ

ムの構築に向けた課題抽出を行う予定である。 

 
図 水災害に対する観測・分析・予測に関わる 

技術開発の連携イメージ 
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１．はじめに 

国土交通省水管理・国土保全局では1種類の電波を

送受信する単偏波レーダであるCバンド（波長が約

5cm）レーダ26基と水平・垂直の2種類の電波を送受

信する二重偏波レーダであるXバンド（波長が約3cm）

MPレーダ（以下、XMPレーダ）38基を整備している。

これらのレーダにより、日本各地で内水氾濫等の水

災害を発生させている局地的豪雨を監視している。 

CバンドレーダはXMPレーダと比べ定量観測範囲は

広いものの、観測精度が劣っており地上雨量計によ

る補正を用いる必要があるため、リアルタイムに雨

量情報を配信できない。XMPレーダは最小観測面積が

250mメッシュで配信に要する時間が1～2分であり、

高分解能でリアルタイムに雨量情報を配信できるが、

強雨による電波消散域が発生してしまう場合がある。

本研究は、Cバンドレーダを二重偏波レーダに更新

（MP化）したCバンドMPレーダ（以下、CMPレーダ）

とXMPレーダの雨量観測データを合成させることに

よって、XMPレーダの観測不能領域を補間し、レーダ

雨量観測のさらなる高度化を目指すものである。 

２．XMPレーダとCMPレーダの合成による降雨観測 

 2014年8月に発生した台風12号におけるXMPレーダ

のレーダ雨量画像（左図）とXMPレーダとCMPレーダ

の合成雨量（以下、MPレーダ雨量）画像（右図）を

見ると、CMPレーダの合成によりXMPレーダの電波消

散域がカバーされていることが確認できる。また、

地上雨量とXMPレーダ、MPレーダ雨量の時系列を比較

した結果、電波消散の影響でXMPレーダでは過小評価

されていた雨量を捉えることができ、雨の降り始め

から降り終わりに至るMPレーダ雨量が地上雨量とほ

ぼ一致していることが確認された。 

３．今後の展望 

 XMPレーダ・CMPレーダのレーダ雨量の合成により、

XMPレーダの観測不能領域をCMPレーダで補間でき

ることが確認できた。今後はこれらの技術をシステム化

し試験運用を開始することを予定している。現在、国土

交通省では5基のCMPレーダを整備しており、2015年

度末には新たに4基のCMPレーダが整備される方針で

ある。高精度なMPレーダによる雨量観測網が拡大する

ことで水災害の監視体制のさらなる強化が期待される。 

図 2014年8月台風12号におけるレーダ雨量画像 
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